
映画「教皇選挙」を見て                         2025.7.14． 

 

フランシスコの紋章 

2024 年に制作された米英合作のスリラー・ミステリー

映画「教皇選挙」を見ました。教皇といえば、2019 年に来

日したフランシスコ教皇の説教は心に残っています。彼は

初めての南米出身者、史上初のイエズス会の教皇でした

が、清貧、慈悲の印象を受けました。彼は今年 4 月に帰天

し、直後に教皇選挙が行われ、レオ 14 世が就任したばか

りですから、この映画に関心を持ったというわけです。 

 

レオ 14 世の紋章 

 教皇は全世界の 14 億人ともいわれるカトリック教会の信徒の代表者であり、世界一小さい国

バチカン市国の元首でもあります。いわば、「聖」と「俗」の二足の草鞋を履くことになります。

重大な責任と使命を帯びています。前教皇、現教皇の紋章をよく見ると教皇の地位を示す帽子、

金銀の二本の鍵、出身を示す盾、ラテン語で各自のモットーが示されています。 

 十二使徒のひとりペトロは あなたはペトロ。わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てる。陰府の力

もこれに対抗できない。わたしはあなたに天の国の鍵を授ける。あなたが地上でつなぐことは、天上でもつな

がれる。あなたが地上で解くことは、天上でも解かれる。（マタイ 16:18-19）と主イエスに言われ、教会

の土台となり、指導者となり、天と地をつなぐ権能を与えられました。その言葉によりペトロは

初代の教皇とみなされて以来、今日、267 代を数えているのです。 

映画を見て教皇が現在ではどのように選ばれるのかが分かりました。教皇自身が全世界の司

教（約 5400 人）の中から教皇の最高顧問として働くよう選んだ者が枢機卿（現在約 200 人）と

なります。教皇が亡くなれば、枢機卿のうち 80 歳以下の者（現在約 130 人）が選挙資格を持ち

ます。そして秘密投票により、三分の二以上の票を得たものが次教皇となります。今回の教皇選

挙では、横領の疑いで有罪判決を受けた当時 76 歳の枢機卿が投票資格を剥奪されており、選挙

への参加を認められなかったとのことです。 

映画では選挙を担当する枢機卿の信仰の悩みを始め、全世界から集まってくる枢機卿の様々

な状況、背景、そして、迎え入れるバチカンの管理者側の作業、選挙が行われるシスティーナ礼

拝堂やその他の施設など、見ることができました。しかし、選挙の前から事件（？）が発生しま

す。枢機卿であるのかどうか疑問視される者、対立候補の失脚を狙う者、票の買収疑惑が持たれ

る者など、聖職者であるはずの人々が蠢くのです。宣教姿勢も保守か、革新かの対立もあります。   

私は個人的に 3 人の司祭の方々とお話したことがあります。皆様の知的で誠実で献身的な人

柄を知っているだけに、映画の登場人物の人間臭い、世俗的な品性には驚くばかりでした。 

カトリックは catholic（普遍的な、広範囲にわたる）という意味があります。ですから、世界

のすべての人々の共通の問題である貧困、紛争、環境といった課題に取り組んでいます。けれど

も、現在も伝統的な家父長制から抜けられず、司教、司祭、助祭という聖職者（現在約 41 万 4

千人)が男性のみであることは、私には女性蔑視の、人権軽視の狭い世界を持ち続けているとし

か思えないのです。この映画は娯楽作品ですけれども、この部分に切り込んで行こうとしている

のではないか、と思わせられました。事件や駆け引きの後に、教皇に選ばれたのは、世俗とかけ

離れた霊性に生きる者でした。ですから、ある意味でファンタジーかしら、とも思えました。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%AA%E9%A0%98

